
各構成組織から約８００人が結集

徳島市内中心部デモ行進

写真左から  経営４団体、徳島労働局、徳島県要請

組合員や家族など
約３９００人が参加

東京からきた連合キャラクター・
ユニオニオンは大人気

ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！

２
０
１
６
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
展
開

の活動をアピールの活動をアピール
２０１６

syuntoふれあいファミリーデー
「
底
上
げ
春
闘
」勝
利
に
向
け
デ
モ
行
進

＊３年続け
て賃上げの

『持続性』

＊消費傾向
の高い『月

例賃金』に

　こだわる
こと

＊格差是正
のための『

底上げ』

＊賃上げの
輪を広げる

『広がり』

今春闘４つのキー
ワード： 連合

徳島

県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

県
内
３
団
体
に
要
請
書
提
出

４月８日（金）　
2016中小春闘勝利　未解決組合支援促進徳島総決起集会
（ふれあい健康館）

５月１日（日）　
第87回徳島中央メーデー（御成婚広場）
大西 聡決起集会in徳島（JR徳島駅前）

◎

◎

　

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議
（
連

合
徳
島
）
は
、
３
月
４
日
藍
場

浜
公
園
で
、
２
０
１
６
春
季
生

活
闘
争
勝
利
３
・
４
徳
島
県
総

決
起
集
会
を
開
催
し
、
各
構
成

組
織
か
ら
約
８
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
、

森
本
議
長
は
「
２
０
１
６
春
闘

の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
持
続
性
・
月

例
賃
金
・
広
が
り
・
底
上
げ
）

に
触
れ
、
２
年
続
い
た
賃
上
げ

が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
デ
フ
レ
脱
却
が
一
気
に
遠

の
く
。
働
く
者
に
と
っ
て
持
続

的
に
賃
金
が
上
っ
て
い
く
と
い

う
確
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
一
時
金
で
は
な
く
月

　

連
合
徳
島
、
徳
島
県
春
闘
共

闘
会
議
、
県
民
と
働
く
者
の

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
は
３
月

13
日
板
野
町
の
あ
す
た
む
ラ
ン

ド
徳
島
で
、
２
０
１
６
春
闘
ふ

れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
を
開

き
、
肌
寒
い
・
曇
り
空
の
中
、

連
合
徳
島
各
構
成
組
織
の
組
合

員
や
家
族
な
ど
３
９
２
１
人

（
あ
す
た
む
ラ
ン
ド
発
表
）
が

参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
連
合
徳
島

森
本
会
長
か
ら
「
働
く
者
全
体

の
『
底
上
げ
・
底
支
え
』『
格

差
是
正
』
に
よ
っ
て
経
済
の
好

循
環
づ
く
り
を
め
ざ
す
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

春
季
生
活
闘
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
十
分
に
生
か
し
つ
つ
、
従
来

の
『
大
手
追
従
・
大
手
準
拠
』

な
ど
の
構
造
を
乗
り
越
え
る
取

り
組
み
を
行
い
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
生
み
出
し
た

付
加
価
値
を
適
正
に
分
配
す

る
。
公
正
取
引
の
実
現
に
労
使

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

　

連
合
徳
島
は
、
３
月

１
日
に
労
働
局
、
３
月

４
日
に
徳
島
県
、
３
月

10
日
に
経
営
４
団
体
に

対
す
る
要
請
行
動
を

行
っ
た
。
参
加
者
は
、

執
行
部
と
徳
島
県
中
小

労
働
対
策
本
部
、
女
性

委
員
会
の
代
表
。

　

労
働
局
へ
の
要
請
行

動
で
は
、雇
用
の
安
定
と

公
正
な
労
働
条
件
の
確

保
、労
働
災
害
防
止
と
労

働
安
全
衛
生
の
指
導
強

化
、職
場
に
お
け
る
男
女

平
等
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
社
会
の
実
現
、

労
働
環
境
・
条
件
の
改

善
を
軸
に
要
請
。

　

徳
島
県
に
対
し
て
は
、

地
域
活
性
化
へ
の
産

業
・
雇
用
政
策
の
一
体

的
推
進
、
雇
用
の
安
定

と
公
正
な
労
働
条
件
の

確
保
、
女
性
活
躍
の
推

進
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
社
会
の
早
期
実

現
、
全
世
代
支
援
型
社

会
保
障
制
度
の
さ
ら
な

る
推
進
、
公
契
約
基
本

法
・
公
契
約
条
例
の
制

定
に
よ
る
公
契
約
の
適

正
化
の
推
進
、
県
内
労

働
福
祉
関
連
団
体
と
の

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を

軸
に
要
請
し
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

経
営
団
体
に
対
す
る
要
請
行

動
で
森
本
議
長
は
「
２
０
１
６

春
季
生
活
闘
争
と
ク
ラ
シ
ノ
ソ

コ
ア
ゲ
応
援
団
！
２
０
１
６
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
基

本
的
考
え
方
の
一
つ
目
は
、

「『
底
上
げ
・
底
支
え
』『
格
差
是

正
』で
経
済
の
好
循
環
！
」と
し

て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

経
済
成
長
本
位
の
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
的
な
発
想
で
は
経
済
の
好

循
環
は
成
し
得
な
い
こ
と
は
す

で
に
明
白
で
あ
る
。働
く
者
全

体
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格

差
是
正
」
に
よ
っ
て
経
済
の
好

循
環
づ
く
り
を
め
ざ
す
必
要
が

あ
る
。こ
れ
ま
で
の
春
季
生
活

闘
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
十
分
に

生
か
し
つ
つ
、従
来
の「
大
手
追

従
・
大
手
準
拠
」
な
ど
の
構
造

を
乗
り
越
え
る
取
り
組
み
を
行

い
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
生
み
出
し
た
付
加
価
値
を
適

正
に
分
配
す
る
。公
正
取
引
の

実
現
に
労
使
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
つ
い

て
ご
賛
同
い
た
だ
き
た
い
。」な

ど
と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
の
意

見
交
換
で
は
双
方
多
岐
に
亘
る

考
え
方
を
提
起
し
予
定
時
間
を

超
過
し
た
。

２０１６春闘
政策・制度要求

な
ら
な
い
。
ま
た
、
本
日
は
、

仕
事
の
事
は
忘
れ
、
家
族
で
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
鎌
谷
副
会
長

と
連
合
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ユ
ニ

オ
ニ
オ
ン
（
島
事
務
局
長
）
が
、

連
合
徳
島
の
取
り
組
み
等
々
を

参
加
者
に
説
明
し
た
。
続
い
て

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
大
抽

選
会
（
東
北
３
県
の
物
産
品
を

賞
品
）
を
午
前
・
午
後
の
２
回

抽
選
し
た
。
そ
の
後
、
プ
リ
ン

例
賃
金
の
引
き
上
げ
が
重
要
。

賃
上
げ
を
一
部
大
手
企
業
に
と

ど
め
ず
、
付
加
価
値
の
適
正
配

分
を
通
じ
中
小
零
細
や
労
働
組

合
の
な
い
企
業
へ
の
広
が
り
を

追
求
す
る
。
付
加
価
値
の
適
正

配
分
に
よ
る
底
上
げ
こ
そ
が
最

大
の
成
長
戦
略
で
あ
る
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
喧
伝
し
て
い
る『
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
』
は
起
こ
ら
な

い
。」と
あ
い
さ
つ
。
あ
わ
せ
て
、

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
の

比
例
代
表
12
名
と
「
大
西
聡
」

氏
の
必
勝
と
、
地
元
行
政
と
の

連
携
強
化
の
重
要
性
か
ら
徳
島

市
長
選
挙
で
の
「
原
秀
樹
」
氏

の
支
援
を
訴
え
た
。
続
い
て
、

島
共
闘
会
議
事
務
局
長
か
ら
は
、

２
０
１
６
春
季
生
活
闘
争
方
針

に
基
づ
き
、
ヤ
マ
場
を
迎
え
る

大
手
の
交
渉
を
支
援
し
、
中
小
・

地
場
の
闘
争
に
繋
げ
て
い
く
た

め
、
今
後
の
取
り
組
み
を
確
認

し
意
思
統
一
を
図
る
と
す
る
方

針
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

各
部
会
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、

小
畑
連
合
徳
島
青
年
委
員
会
委

員
長
が
、
総
決
起
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
提
起
し
全
体
の
拍
手
で
採

択
さ
れ
た
。
最
後
に
、
森
本
共

闘
会
議
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
集
会
を
閉
じ
た
。
集
会
終

了
後
、
徳
島
市
内
中
心
部
の
デ

モ
行
進
を
行
い
、
２
０
１
６
春

闘
勝
利
に
向
け
気
勢
を
上
げ
た
。

　

連
合
徳
島
と
春
闘
県
共
闘
会
議
は
、労
働
局
、徳
島
県
な
ら
び
に
経
営

４
団
体
に
対
し
て
、２
０
１
６
春
闘
に
関
わ
る
政
策
・
制
度
要
求
の
要
請
書

を
提
出
し
、要
請
行
動（
交
渉
）を
行
っ
た
。働
き
方
改
革
、雇
用
対
策
や

非
正
規
雇
用
者
の
処
遇
改
善
、ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
と
し
て
の

連
合
の
取
り
組
み
や
、「
底
上
げ
春
闘
」の
必
要
性
等
を
訴
え
た
。

セ
ス
・
プ
リ
キ
ュ
ア
シ
ョ
ー

に
移
り
子
ど
も
達
の
歓
声
が

響
き
渡
っ
た
。
な
お
、会
場
で
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
労
働
・
生

活
相
談
ブ
ー
ス
も
設

置
し
、
女
性
委
員
会
・

青
年
委
員
会
は
綿
菓

子
や
ド
リ
ン
ク
も
販

売
し
、
多
く
の
参
加

者
で
賑
わ
っ
た
。
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狭
山
再
審
闘
争
を
柱
に

狭
山
再
審
闘
争
を
柱
に

狭
山
再
審
闘
争
を
柱
に

春
闘
を
テ
ー
マ
に
学
習

春
闘
を
テ
ー
マ
に
学
習

春
闘
を
テ
ー
マ
に
学
習

差別のない社会づくりに向け団結ガンバロー
「女性活躍推進法」を説明する
井上男女平等総合局長

アピールウォークに40人が参加連合徳島島事務局長が講演１０構成組織・40人の青年が参加

男
女
お
互
い
に
支
え
合
え
る
社
会
へ

毎
月
４
名
ず
つ
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す

部
落
問
題
・
人
権
問
題
な
ど
の
活
動
推
進
確
認

女
性
活
躍
推
進
法
を
学
習

かわい たかのり えさき たかし はまぐち 誠 矢田 わか子

藤川 しんいち
【ＪＡＭ】新人（52 歳）

とどろき 利治
【基幹労連】元１期（56歳）

なたにや 正義
【日 教 組】現２期（58 歳）

なんば 奨二
【ＪＰ労組】現１期（56歳）

石橋 みちひろ
【情報労連】現１期（50 歳）

小林 正夫
【電力総連】現２期（68 歳）

もりや たかし
【私鉄総連】新人（48 歳）

たしろ かおる
【ＪＲ総連】現１期（56歳）

今
月
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
立
候
補
予
定
者

【第24回参議院通常選挙 構成組織別立候補予定者】私たち、働く者の代表者として、現場の声を国政に届けます！！　

　　職場が原点！
　　　　実現します安心社会！
＊かけがえのない子どもたちに、
明るい未来をつくります。

＊わたしたち勤労者が報われる　
社会をつくります。

＊いつも安心で公正な社会を　　
つくります。

「人の明日を咲かせよう」
　　　　　「さき咲きえさき」
＊地域密着の公共サービスを
＊持続可能な格差のない社会を
＊全世代対応の社会保障制度を
＊男女がともに輝く社会を
＊地域分散型エネルギー社会を
＊平和な国際社会の実現を

「暮らし安心」「働く安定」「産業活
性化」を相互にバランスを取りな
がら実現することで、組合員が
「期待・希望」をもてる明るい未
来につなげます。

あなたと動けば、未来は変わる。
「働く・暮らす・育てる」の3本を柱に、
みんなが安心して暮らせる政策を実現
します。
3つの「やります！」
1．働　く「誰もがイキイキと働ける
　　　　　　社会」づくりに挑戦します！
2．暮らす「将来にわたって暮らしを
　　　　　　支える社会」を実現します！
3．育てる「子どもを健やかに育てられる
　　　　　　社会」をつくります！

SO GOOD!
国民が主役の政治を取り戻す！

　

第
37
回
部
落
解
放
徳
島
地
方

共
闘
会
議
総
会
が
、
３
月
24
日
、

労
働
福
祉
会
館
別
館
５
階
に
て

開
催
さ
れ
、各
構
成
組
織
・
団
体

か
ら
代
議
員
60
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
、
富
永
副
議
長
（
平

和
セ
ン
タ
ー
）
の
開
会
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、
議
長
に
矢
藤
代

議
員
（
電
機
連
合
）
を
選
出
後
、

共
闘
会
議
を
代
表
し
て
森
本
議

長
（
連
合
徳
島
会
長
）
は
「
狭

山
事
件
を
部
落
差
別
に
よ
る
人

権
問
題
と
捉
え
、
闘
い
を
続
け

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
27
回
に
わ

た
る
三
者
協
議
が
開
か
れ
て
、

証
拠
開
示
が
行
わ
れ
た
が
、
証

　

３
月
５
日
13
時
30
分
よ
り
Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
前
に
て
約
50
人
が
ビ

ラ
配
り
を
し
、
街
頭
か
ら
は
①

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
実
行
委

員
長
下
則
子（
連
合
徳
島
女
性
委

員
長
）②
部
落
解
放
同
盟
書
記
長

歯
朶
山
加
代
③
高
井
美
穂
徳
島

県
議
会
議
員
④
ス
ト
ッ
プ
Ｄ
Ｖ

サ
ポ
ー
ト
の
会
代
表
東
條
恭
子

⑤
徳
島
県
女
性
海
外
派
遣
交
流

会
事
務
局
長
の
大
寺
禮
子
が
そ

れ
ぞ
れ
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
っ

た
。徳
島
県
に
お
い
て
は
20
年
前

よ
り
実
行
委
員
会
形
式
を
と
り
、

30
以
上
の
女
性
団
体
よ
り
賛
同

を
い
た
だ
き
、実
行
委
員
長
は
持

ち
回
り
で
開
催
を
し
て
い
る
。ビ

ラ
配
り
・
リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
後
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が

徳島・高知選挙区
立候補予定者

大西 聡
お お   に し そ う

拠
一
覧
表
に
つ
い
て
は
開
示
に

応
じ
な
い
。
石
川
一
雄
さ
ん
の

無
罪
と
再
審
開
始
に
向
け
さ
ら

な
る
取
り
組
み
を
展
開
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
板
東
事
務
局
長

（
連
合
徳
島
副
事
務
局
長
）
か

ら
１
年
間
の
活
動
報
告
・
決
算

報
告
、
関
口
会
計
監
査
（
解
放

同
盟
）
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
当
面
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
部
落
問
題
・
人
権
問

題
に
つ
い
て
の
学
習
・
教
宣
活

動
の
推
進
、
狭
山
第
三
次
再
審

闘
争
等
を
軸
と
し
た
活
動
方
針
、

予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
全
体

　

連
合
徳
島
青
年
委
員
会
は
、２

０
１
５
年
12
月
12
日
に
開
い
た

第
１
回
幹
事
会
で
、各
構
成
組
織

青
年
層
が
集
う
場
の
提
供
と
学

習
の
場
を
確
保
す
る
た
め
毎
年

３
月
と
９
月
に
、学
習
研
修
会
を

行
う
こ
と
を
決
定
。そ
し
て
本
年

度
第
１
回
目
と
な
る
学
習
研
修

会
を
３
月
12
日
、「
２
０
１
６
春

季
生
活
闘
争
・
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ

ア
ゲ
応
援
団
」を
テ
ー
マ
に
労
働

福
祉
会
館
５
０
２
号
室
で
開
催

し
、
10
構
成
組
織
40
人
の
青
年
・

女
性
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
青
年
委
員

会
・
小
畑
委
員
長
か
ら「
労
働
組

合
に
と
っ
て
、一
年
で
一
番
大
き

な
闘
い
が
『
春
季
生
活
闘
争
』
で

あ
り
、
働
く
者
の
賃
金
、
労
働
条

件
な
ど
を
会
社
と
交
渉
し
、雇
用

と
生
活
を
守
る
た
め
の
闘
い
で

あ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、

連
合
徳
島
島
事
務
局
長
が「
２
０

１
６
春
季
生
活
闘
争
・
ク
ラ
シ

ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。島
事
務
局
長

は
、春
闘
の
歴
史
や
労
働
者
を
取

り
巻
く
情
勢
、課
題
に
つ
い
て
述

べ
た
う
え
で
、「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ

ら
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
し
た
。

　

続
い
て
14
時
30
分
か
ら
阿
波

観
光
ホ
テ
ル
５
階
に
て
約
１
０

０
人
が
参
集
し
、３
・
８
国
際
女

性
デ
ー
徳
島
県
記
念
集
会
を
開

催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、下
実
行
委
員
長
か

ら
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
の
な

り
た
ち
や
男
女
平
等
に
つ
い
て

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。来
賓
に
は

森
本
連
合
徳
島
会
長
・
高
井
徳

島
県
議
会
議
員
・
瀬
尾
徳
島
県

女
性
協
議
会
会
長
が
参
加
さ
れ
、

森
本
会
長
か
ら「
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
女
性
の
労
働
力
が
必
要
と

な
り
、男
女
と
も
に
ど
ち
ら
か
が

働
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
も
お

互
い
支
え
合
え
る
社
会
を
創
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
に
は
、連
合
本
部
よ

り
井
上
男
女
平
等
総
合
局
長
を

招
き
、〝
女
性
活
躍
推
進
法
に
つ

い
て
〞
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

　

女
性
活
躍
推
進
法
の
概
要
に

つ
い
て
必
須
４
項
目
と
任
意
項

目
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
、

「
男
女
の
賃
金
の
差
異
は
必
須
で

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
吉
野
副
議
長（
連
合

徳
島
副
会
長
）
の
閉
会
あ
い
さ

つ
、森
本
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
三
唱
で
総
会
を
閉
じ
た
。

は
な
く
任
意
項
目
に
な
っ
て
お

り
、安
倍
首
相
は
同
一
価
値
労
働

同
一
賃
金
と
言
っ
て
い
る
が
、男

女
賃
金
格
差
が
あ
る
の
に
同
一

価
値
労
働
同
一
賃
金
は
成
立
し

な
い
。幅
広
く
分
析
す
る
必
要
が

あ
る
。そ
し
て
春
闘
交
渉
と
し
て

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
ー
フ
も
活
用
し

て
い
た
だ
き
職
場
の
点
検
活
動

強
化
を
お
願
い
し
た
い
。職
場
で

の
皆
さ
ん
の
活
動
が
労
働
側
委

員
の
強
い
後
ろ
盾
と
な
り
法
律

を
動
か
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
す
」と
締
め
く
く
っ
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
、部
落
解
放
同

盟
副
委
員
長
の
中
原
サ
ヲ
江
よ

り
提
案
し
た
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
、閉
会
し
た
。

ア
ゲ
応
援
団
！
奨
学
金
制
度
の

拡
充
に
向
け
た
連
合
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、低
所
得
者
層
の
教

育
費
負
担
軽
減
を
は
か
り
、貧
困

の
連
鎖
を
防
ぐ
と
と
も
に
、す
べ

て
の
働
く
者
の『
底
上
げ
・
底
支

え
』『
格
差
是
正
』に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
、仲
間
と
共
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
」
と
講
演
し
た
。質
疑
応

答
の
後
、各
産
別
春
闘
の
取
り
組

み
と
し
て
農
協
労
連
、Ｊ
Ｐ
労

組
、全
水
道
か
ら
の
報
告
が
あ
っ

た
。最
後
に
小
畑
委
員
長
の
ま
と

め
、団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
学
習
研

修
会
を
終
了
し
た
。
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